
第Ⅱ群７席

慢性腎不全患者の内シャントの存在が患者に及ぼす影響

東病棟９階○紺清寛子土木千春土木千春倉田真琴大西晶子

長田朋子西尾清子福間明美

keyｗｏｒｄ：慢性腎不全内シャント心理 リー間の関連性について検討した。

４倫理的配慮研究の目的・内容・方法を説

明し、得られたデータは研究以外の目的には使

用しないこと、プライバシーを守ること、個人

が特定されないこと、同意しなくても診療や看

護に不利益がないことを説明し、同意書へのサ

インをもって同意を得た。同意書は専用ボック

スにて回収した。

はじめに

慢性腎不全患者は、残腎機能の程度により、

血液透析療法のために上肢に内シャントを作成

する。

当病棟では、近年透析導入の原因疾患の第一

位である糖尿病性腎症に加え、近年減りつつあ

るＩｇＡ腎症やのう胞腎、しいては遺伝子疾患に
よる透析導入を余儀なくされる患者もいる。そ

Ｃ

のなかで、「こんなになるんか･･･」など、内シャ

ントに対してマイナスイメージを受けたような

発言が聞かれた。この発言は、内シャントとい

う血流の変更によっておこった血管の怒張、蛇

行、加えて透析時の穿刺によって起こる傷など

の外観変化に向けた発言であった。

慢性腎不全患者にとって干内シャントの作成

や成長が生命維持のために必要不可欠である反

面、患者の精神面や曰常生活に何か影響を及ぼ

している可能性があると考えられた。しかし、

先行研究において内シャントそのものが患者に

及ぼす影響についてはほとんど報告がない。そ

こで、実際に内シャントに対して患者がどのよ

うな思いを持ち、それがどのような影響を及ぼ

しているのかを知ることで、内シャントをもち

血液透析をしている慢性腎不全患者の看護に生

かしたいと考える。

Ⅲ結果

１．参加者の概要

年齢は３０～７５歳、性別は男性２名、女性６

名であった。透析回数は週２回（5hr）が３名、

週３回（4hr）が５名、シャント歴は５ヶ月～

２３年、シャント閉塞経験は、なし３名、あり５

名であった。

２．各カテゴリーの説明

分析の結果、１６カテゴリーに分類できた。カ

テゴリーとその説明、サブカテゴリーを実例と

共に表１に示す。

３．各カテゴリーの関連性

各カテゴリーより、シャントを持ち透析を行

っている患者の心の動きが表せた（図１)。

透析をしながら生きていく患者の心は《普通

に生活できることの喜び》《透析による重み》と

いう２つのカテゴリーが同時に存在し、それら

の占める割合は変化する。そして、これは以下

のカテゴリーにより影響を受ける｡《シャントヘ

の希望や期待》は《普通に生活できることの喜

び》側へ、《嫌な気持ち》《他人の目が気になる》

《きずもの感》《音や異物感》《閉塞の危険性・

不安》《シャントによる不便や制限》は《透析に

よる重み》側に加重し、これらは流動的で重さ

が変化するものである。また、《生きていくため

に必要》《シャントを守るための行動》《医療者

による安心感》はどちらにも影響する。各カテ

ゴリーはその時の環境や身体状況などによって

様々に重さを変える。

また、シャントを作成するまでの《透析確定

のショック》《透析までの葛藤》《わからなかっ

た自分の変化》《透析への覚'居》という過去の出

来事も患者の心に影響を与える｡《透析確定のシ

ョック》《透析までの葛藤》《わからなかった自

分の変化》は《透析による重み》側へ《透析へ

1．目的

内シャントが患者に及ぼす影響を知ることで、

内シャントをもち血液透析をしている慢性腎不

全患者の患者理解に役立てる。

Ⅱ研究方法

１．参加者慢性腎不全で内シャントを持って

おり、本研究に同意の得られた成人患者８名

２．期間平成１７年７月～９月

３方法研究者１～２名が個別に半構成的面

接を行い、面接内容を逐語録に起こした。質的

研究のアプローチの手順に沿い分析を行った。

逐語録を何度も読み返し、同じ意味付けと思わ

れる文脈をカテゴリー化した。さらに、カテゴ

－２５－



の強さや穿刺傷のため「ぽこぽこ」に外観を変

える。透析が安全に行われるためには、医療者

や患者にとって目立つしっかりしたシャントは

良いものと考えられている。しかし、今回語ら

れたことから考えると、シャント作成時のシャ

ント管理方法の指導とその後のトラブル予防の

看護だけではなく、医療者はシャントの存在に

よりもたらされる外観変化や持続する思いに注

意を向け、シャント作成後も継続したシャント

ケアを行う必要があると考える。

２.シャント作成（透析決定）がもたらすもの

の覚悟》は《普通に生活できることの喜び》側

へ加重をかけている。そのため、透析患者はシ

ャント作成の時点で《透析による重み》側に傾

いている。

シャントについての面接であったが、透析を

しながら生きていくことについて語るものが多

かった。このことは、シャントと透析とは切り

離して考えることができないもの、ということ

をあらわしていると考える。

２－①透析をしながら生きていくことの不安
図１シヤントを持ち透析を行っている患者の心の動き

定さ

参加者は《普通に生活できることの喜び》と

《透析による重み》を同時に述べ、人によって

は喜びの語りが多く聞かれたり、辛かった時代

についての重みの語りのみ聞かれていた。この

ことから、透析患者は《普通に生活できること

の喜び》と《透析による重み》が同時に存在し、

これらの割合が変化するという心の状態である

と考える。さらに、重みが変化する各カテゴリ

ーが流動的に働き、容易に心のバランスは崩れ

やすいと考える。

よって、安定しているように見える患者にも

継続して注意を向けていく必要がある。

２－②、患者にとってシャント作成は透析をし

Ⅳ、考察

1．シャントの存在によりもたらされ、持続する

思い

シャントができることで患者は《音や異物感》

という自分のものではない感情がもたらされ、

シャントの外観変化によって《嫌な気持ち》や

《他人の目が気になる》ようになる。なかには

シャントの作成により《きずもの感》を持ち、

自分の価値観を低下させてしまう患者もいた。

透析により安定した生活をしている人でも、時

間を経てもなおマイナスイメージのカテゴリー

が語られ､心の根底にあり続けるさまが伺えた。

そして、患者はシャントの作成によってもたら

されたこれらの感情を《生きて<ために必要》

と意味付けをすることでバランスをとっている

と考えられる。これらのことから、シャントの

存在がもたらすものは、外観変化のみならず、

自己の価値観にまでも影響するものであった。

医療者は、揺れ動きながらもなくなりはしない

その思いをＳ重要視した関わり方をしていく必

要があると考える。

シャント作成時に行われる医療者の指導によ

り《シャントを守る行動》はすべての患者がと

っており、さらに患者自身の経験から身につけ

た自分なりの《シャントを守る行動》が語られ

た。これは、シャントの状態が良くても、維持

改善を望む《シャントヘの希望や期待》や《閉

塞の危険性･不安》《シャントによる不便や制限》

を反映している行動であると考えられる。

透析歴が長くなってくると、シャントは血流

ながら生きていくことへの決定的なできごとで

ある

春木'）は、透析開始を告知された患者は宣告

として受け止める傾向にあり、その時の衝撃は

大きいものと述べている。今回も同様に、医師

から透析導入を告げられた患者は《透析確定の

ショック》を受け、《透析までの葛藤》のなかで

シャント造設術を受けていた。その状況のなか

で、同時に語られた《わからなかった自分の変

化》《透析への覚悟》は注目すべきものであると

考えるｄ

ある患者は透析導入に際し､｢段階をおってや

っていたようにみえたけど・・・わからなかっ

たんです」と《わからなかった自分の変化》を

語った。わからなかったと語る多くは宣告の衝

撃・透析のイメージの悪さ・価値観の一変など

の心の衝撃・からだの状態の悪さによって、シ

ャント造設時に見ても説明を聞いても「自分が

わからない」状況におかれていたということが
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わかった。医療者は体の状況と一緒に心の状況

へもしっかり目をむけ、その患者の心の状況を

図る感受性を養う必要があり、待ち・見守り、

時期を見極め、また関わるという継続した看護

を行う必要がある。

「仕方ないと覚悟した」「いつかはせんなん」

という《透析への覚‘居》を語る参加者は《普通

に生活できることの喜び》を印象的に語った。

《透析への覚'居》は透析をしながら生きていく

うえでよいほうに大きく影響するものであると

いうことが伺えた。

これらのことより、《透析への覚悟》《わから

ない自分の変化》のカテゴリーから、病気と向

き合うことに関する自分の中のゆとりの程度を

伺わせる。｢すばらしい先生にめぐりあえたこと

で透析自体も軽くなった」と《医療者による安

心感》を語る患者もおり、病気と向き合う機会

をつくる、心も体もゆとりをつくる手助けをす

るということがシャント作成時（透析確定から

ヤント造設術施行ひいては透析開始まで）に重

要な看護となりうるのではないかと考える。

春木'）は透析開始前に透析を納得している患

者や、医療者・家族との人間関係のよい患者は

受容しやすいと述べているようにシャント作成

という時期は大変重要な時期であると考えられ

る。透析をしながら生きていくことを支える看

護を充実させるために、シャントがもたらすも

の・シャント作成決定がもたらすものを認識し、

シャントを作成することが患者にとって、透析

への通過点ではなく、透析を決定する象徴的な

できごとであるという患者の心を感じながらシ

ャントケアを行うことが大事であると考える。
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Ⅳ、結論

１．シャントの存在によりもたらされ、持続す

る思いとして、《生きていくために必要》と思い

ながらも、《嫌な気持ち》《他人の目が気になる》

《音や異物感》《きずもの感》という思いがあっ

た。また、《シャントを守るための行動》《シャ

ントヘの希望や期待》《閉塞の危険性・不安》《シ

ャントによる不便や制限》という思いがあった。

２．シャント作成（透析）決定がもたらすもの

として①透析をしながら生きていくことの不安

定さ②患者にとってシャント作成は透析をしな

がら生きていくことへの決定的なできごとであ

ることがわかった。
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汲１各カテゴリーの説明と実例

カテコリー説ﾛサブカテコリー
シャントがなくては生きてい
けないという思い

透析をしている他の人

との違い

シヤントを作った二とにより

自分の価値が下がったよう
に感じること
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ｶテゴリー 説明 サブカテゴリー 車例

生きていくた
めに必要

シャントがなくては生きてい
けないという思い

｢やっぱり､今生きていく上ではこれがないと生きていけないし､」
｢私は別にこのおかげでね､こうやって元気にいられるし､やっぱりおかＩｆさまでって｡これがないと透析できないんだし｡」

嫌な気持ち
自分が思うシャントそのも
のへの嫌な気持ち

外観変化･見た目･傷.
穿刺痕･シャントへの恩
い･嫌悪感

傷の痛み

｢こっちはもう全然､血管もないし､傷のあとが残ってる､」｢どつちかっていうと手術跡のほうが気になるんじゃないですか？｣Iたんたん､見
た目にも太くなってきたけど｣｢何かそれ見たら､すごいぽこぽこになってて､こんなんやっぱり嫌やな－って､うん｡｣｢見たら血管出てきてぽ
こぼこ－つてなっとったし､なんかこう柿いって百うか､うん｡徐々に徐々にぽこぽこ出てきたし､もう気持ち悪いな－って思った｣｢人によって
は何回も作り変えて醜い感じになっていることもあるけど｡」

｢穿刺を失敗するとほんとに痛いし､針が太いから､そしてそれが１回やってしなくていいならいいけど､毎週毎週､週２回､穿刺を失敗して。
痛いもんは痛いし､もう蝿なもんは嫌やし｣｢なかなか血管に入らずに針を3回･4回も刺しとって､とてもじゃないけど耐えられないって｡」｢実
際やってみて針さすときが一番恐かったですね｡今も恐いけど｡」

他人の目が
気になる

人との違いを気にすること

透析をしている他の人
との違い

透析をしていない人と
の違い

｢いや､今はよそさんと比較してみると､おかげさんで私のはあんまり目立たんから｡」｢そんなに､他の人より目立たないかな｣｢よそさんの
他の方のシャントの具合を見ると非常に醜いと■うか､私はこれだけで済んでいるんですが､」

｢ここぽこぽこしとるし気持ち思いやら？｣｢シヤントがあることで､やっぱり傷だらけの手なんでやっぱり知らない方が見たら変な目で兇られ
るし､やっぱり人の目っていうのは多少に関わらず気になりますね｡…手首に傷ついてるのはいやだなっていうのはありますね｡｣｢見た目
はやっぱり私らは､ああ､あの人透析しておいでる人やなってわかるけど､だんだん注射のとこもこぶになってくし､シャントもすごく大きいの
で､ハツとみる人もおいでるから､」

音や異物懇
シャントに対する今までと運
う、自分のものではない悪
じ､驚き

｢やっぱり大きい傷やなって思ったのと､こう触ったときにずつごい音がしたから､わ､なんやこれって思って｡びっくりしましたね｡」｢なんか、

こう､、、ビデオがこうまわってるような音？うん､、、、何かすごい音が大きかったんですね｡｣｢－番殴初に触ったときの感触は､自分の腕
じゃないって感じした｡ここに樋械が入ってるみたいな感じ｡恐かったというより､なにはいってるんやろ？って百う感じ…」「何でこんなジー
ンとか百うとるん？機械入つとるんでないか？って｡｣｢結局ピニールパイプみたいたもので動脈と静脈をつないでいるから､ほんとは触りた
<ないかな｡」
｢今は血管が､lよりかは太くなって…すごい音が､うるさいです｡腕に耳を重ねると､もう､ざ一つと波の音が｡そういう風に感じる｡たまにこ
こ(シャントが)亜たく感じる｡透析の後と関係なくて､シャントのとこだけが重たく感じる｡重りをまいてるみたいな｡」

きずもの感
シャントを作ったことにより
自分の価値が下がったよう
に感じること

｢黒い糸で縛ってあるのみて､やっぱり悲しかったよ､うん｡あ－、
暗になったんですわ｡で､ああこれで私も不具者になったんやと。

傷ついた－って､、」｢そん時にu舌を聞かされて衝撃をうけて目の前が文っ
そのときは人と会うのも嫌でした｡」

｢シャントを作ったことで私の人生も変わってしまったと｡それが一番のｼｮｯｸでした｡」

シャントヘの

希望や期待

シャントが良い状態で維持
されること､さらに良い血管
になることへの期待

｢昔は気になりましたね｡すぐつぶれるし､音悪いし､人の音問いたらずっこい音しとるしやっぱり私の変やって｡比べたりもしましたけど股
近はそうでもないわ｡－日でも閥子よくいってくれればって｡大事に｡」｢非常にシャントの具合がいいもんですから｡今は元気ですけど｡」
｢ホントはもっとここの血管出てきてもいいんかなって思うけど｡まだ半年も経ってないんで｡｣｢(シャント自体は)他と変わりないってことば
やっぱりないですけど､、、ねえ｡そんなに気にしないようにしているくらいですけど､、うん｡」
｢だって私の腕で､みんなあれしますよ､研修医の人の一番最初の寡閉りデビューみたいな､、、」
｢育っちゃうんですかね｡自分の身がやせていくと目立つようになるかもしれんね｡」｢腕に関しては､、、シャントつまれば､病院までまた定
るだlﾅだし｡｣｢状態がいいからだと思うけど｡これがいつまでもつかな－って感じですね｡つぶれるっていう心配は､今のところないかな｡あ
の－､いい血管に育ったからですね｡」

閉塞の危険
性･不安

過去のシャントの閉塞経験
がもたらした苦痛や不安、
閉塞するかもしれない不安

『単純にいえば､9回つぶれて手術しているので､いまここがすごく長持ちしてていいなっていうのと､やっぱり１日でも長持ちして欲しいし、
やっぱりシャントがつぶれると一番ｼｮｯｸですし｡｣｢1mはしょっちゅうしょっちゅうこうあのちゃんと助いとるかなってね｡最初のやつが､あ
の､透析始めてすぐつぶれたので､、｣｢やっぱり夜寝てるときに編怠臓に手を上lfてしまってて鯖まったことがあったので､それが怖いし｡」
｢失敗したらどうしようと思ってた｡もしかしてシャントつぶれたらどうしようとか｡もしかしてつぶれてもう一度作らないといけないとかってなる
といやだなと｡｣｢毎日シャント触ってました｡大きな音なってるし､つぶれたら心配やし､ぶつけたらいかんとか､人にぶつかったら大変ど
か゜」

｢たまにこここうやってやると(シヤントに手をあてると)弱いときある｡あれ､弱い､つまったんかもしれんって思ったときもあってね｡でもここ
鰭まったら､注射かまた手術せんなんげんろ？もう絶対嫁やや｡痛かった､すつどい痛かったもん｡」｢シャントのことは絶えず気lこしていま
す｡これが駄目になれば仕方ないわね｡」

シャントによ

る不便や制
限

シャントがあることにより日
常生活上制限を受けたり、
不便だと感じること

I」二Iこ手を{甲はせない、つかま◎時に上に伸ばすと賭まる可能性があるし

それが不便といえば不便かな｡｣｢今でも夜寝るとき､腕の位匠によってば
､あと､頁い物してもこっちに物をかけられない､シヤントのほう。

うるさくて寝れませんね｡お気に入りの体勢がとれないみたい
な｡｣｢あの買い物の袋とかかげたりできんやろ､それがちょっと困る､うん｡｣｢これは大事にしとかにゃと思うげんけど､やっぱり､こっちの
手に重たいもん持ったり何でもするなって首うけど､私らこつちで持たんなん」

シャントを守
るための行
動

窓職している､していないに

関わらずシャントを守る行
動

無窓臓の安心行動

意職してやっている安
心行動

Iただ哲迩にu【てｏだI丁でも夜中I二目分で知らんつちlここうやって(手を添えて)音なっとるかっていうのをE[ながらでもやっぱこうやってること

があるので､それは不思膿なんですlﾅど゜あ－､なつとるなっとると思いながらまた寝ていたりということが然意魔にあるから､やっぱり気に
なつとるんかなって思うけど｡無怠臘のうちに自分で手をやってるから｡」

I甘賦刀､ｂ辺いもの待たないよつにとび､時日Tしないようにとが､、、気をつけてはいるんですけど､、うん｡ま､できる範囲で､はい｡だいた

い､だいたい寝る前とかに､、、ちょっとこうやって終わった後とか､透析終わった後とか､はい｡｣｢音はもちろんですけど､なるべく物を左手
でとらないように､なるべく､どうせ利き手は右手なんで､右手でするけれど､やっぱり右手で引き出し開けて左手でこうしようとするから､な
るぺく動作が鈍くても､右手でしようっていうふうには心がけてるんですけど｡｣『最近シャントがものすごく元気でね｡絶えず触って確厘して
います｡シャントのことは習慣になりました｡｣｢いちお､聴鯵器で聞いたりとが｡極力荷物を持ったりしないように､で､寝る時も片側に枕を置
いて､あたったりしないように｡左手では物をしないように､生活にはしてるんですけど…最初は手術した後は､すごい意擁してたんですけ
〆＿墨3斤l士一ｍ

医療者によ
る安心感

病気､透析､シャント1二閲し
て安心､信頼できる医療者
がいること･自分を取り巻く
人的環境

信頼関係によるストレ
スの軽減

る相手･頼れ

嫌な思い出･医療者へ
の不信

'すIまｂしい元二Iこのくり台えたことで､もつIまんとに辺WT目停もすっこい区かつたものが軽くなったし､シヤントトラ

ごい楽になって､ほんとに何の心配もしなくなったし｡よかったなって｡｣｢シャントに関してあんなすばらしい先生が
もわかったし､何の苦痛もなく｡こんなすばらしい先生がいるんだって｡」

ブルもなくなったし｡すっ
いらっしゃるって宮うこと

11平nN】刀､'よ/ｗＪ辺（Iこい･し｡おａいIこ今月もまえましたねとかつてお互いに励ましあって､ま､仲間がいるってことはすばらしいことだなと
思って」

IやつIまり琵凹琵凹ＩＦりしIこ未て毎回毎回天収して､血管が思いからや､なんやかんやって百われると､わたしにどうせいっていうんやって百
う､そんでそうこうしとったら､やっぱり穿刺失敗するとシヤントって一発でつぶれる､、、」｢止血するときにこうぎゆって止めるでしょう｡その
加減がやっぱり先生によって､加減が代わる､、当初自分もどのくらいの加減でしばればいいのかわからないときに､普段しない先生が､し
てくれて､、本人にしたら､そんなもんだと思ってるし､強かつたんやろうね｡」

普通に生活
できることへ
の喜び

透析への惑期､今の生活
が続いてほしいということへ
の願い､透析をしながらも
日々が充実していること

透析への感閉

透析は生活の一部

'止皿らＬまで曰刀も兀丸I=な｡っていつ刀､､とは思わなかったんです｡でもやっぱり､透析することによって､今までの生活よりは確実に良
くなると思いますよ､私､経験上､うん｡｣｢結果的にはやっぱりお医者さんが勧めてくれたそういうあれでもって命を長らえていることだから
今は非常にありがたいと思っているわけです｡」
｢生命維持するためにはしていかなければいけないからまあ今は感期していますけど｡」

'不埒寺でついフー宿UJリハム刀､できてます刀､⑤｡」Iてつですね｡毎日は充実してると思う｡病気なんか忘れてしまいそう｡」｢う
となく普通にやつとる感じ｡」

ん､まあなん

透析の重み

社会復帰への不安や今より
よくなりたいという思い･透
析により時間がとられること

や身体への影響

透析による不便･時間
をとられる

透析後の苦痛不安定
さ

食事への思い

１，勺Tl証室~L刀､ヘトレハや1丁と゜超JEI'三℃な⑨し｡配やなって思って｡」1週に２回どうしてもここで時間とられる分､、、」｢旅行に行くのは､－
泊しかできなくなったけど､」｢生活はやはりかわりましたね｡こんな痢気になったからｼｮｯｸで｡透析していると隔日に1回やから遠くに行く
事も出来んし｡昔はいろんなとこに旅行に行ってたんです｡」｢透析と家の事で追われてそんな､遊びに行ったりでかけたりしない｣｢時間無
いげん何にも｡」｢透析無い日やったら－日おきにしかないやろ？そしたらその日に家のこと全部せんなんし｡それに追われて－週間経つつ
－寵I・上白ＩＤ

1ｍｍし'二口l巫らよつ巨羊いI丁と、次'三Ｕｏと朝ハツと兀圦で､さめ､今日何しよつって｡」l透析終わるとだるいし､頭痛いし･ほとんど透析終
わると寝とるし｡｣｢透析する前とした後の差が激しくて､眩量･頭痛が｡気を張っていてもおこるし｡」
｢1週間のうちでもそんな波あるし､透析の受けた日でも､今日楽やつたって日もあるし､そうでない日もあるし､」

'にに味1丁ITI巫裡刀灯くし足、唾I江吋さなよつ'二疋りん汁しよつゆつけたりとか…あとは丘を減らして､子供の分を多くしたりとか｡そういう風
にやってるんですけど｡…｣｢食べもんからなんから変わったね｡透析するが｡」

透析確定の
ショック

透析のためにシヤント作成
が必要といわれたときの衝
肇

Ｉ七つ私'ｗｖＪｗ二幻Ｕｗや､もつ私ｊｗｖｐ､もつ三さてＣｌ四1,ないとかゆつ､」lやっぱりショックでしたね｡ある程度前から､透析しなきゃいけな
いっていうのは覚悟できとった部分と､まあ､透析しだすと､生活が一変するっていうので｣｢やっぱ､透析自身に抵抗があった｡透析をす
るってこと自身が…ｼｮｯｸというか､－生これからしないといけないんやなってことが…」

わからなかつ

た自分の変
化

シヤントや透析について脱
明を受けたがわからなかつ
たという思い

分らなかった

未経験による不安や恐
柿

0に刀､やてｗンT-FJg､Ipl刀､つＬいつ"ｂ旦可ﾌ刀､ｂハノ刀､つたし､これ刀､ｂ国分かどついつことをしていくかつていうのも全然わからんかつたし。
透析もわからなかったし｣｢ビデオをみたけどそのときあんまりいいのにわからなかったんですけど､知庫がなかったから余計に心配で､つ
らかったＩ

Iのてつし刀､っにねいれ､色印JUE-こ，。Ｕ/vやらど思ったら､てんな見たこともなげりや､透析至のほういって児なって､あたしは血見るがお
そろしかってんて゜だから行かなんだよ､人の透析しとるがを｡見とないっていって行かなんだよ｡私するまで透析っていうことわからなんだ
よ｡行ってきて初めて針刺してね｡」

透析までの

葛藤
透析を開始するまでの心の
中の迷いや悩み

１コマjdLｿﾆｰｮ旱璽ロ.といEYv必４V?~1Ｌ－亨刀YgTつIエリいつ童ご庭ってもなんか互いし､でも生きるためにはやってかんなんしっていうこと
は､いつまでも割り切れるものではないし､私のなかでは｡透析がなかったらもつとって百うのは絶えずある｡」｢なんでこんなこと死ぬほど
辛いもの－生してかんなんげんろって思って｡｣｢私の人生は終わったんや－って思って－，びっくりした｡私の人生終わった－て､最初こん
な感じで日々過ごしてたんですよ｡｣｢その前から体はだいぶ､自分でも､もう透析せんとだめやな－って何ヶ月か前から思ってまして､だか
ら…そのとき､今思うと一番辛かったかね｡でもお仕事したいと思ってたから｡それを乗り越えられたかな－と思ったり｡｣｢それは生涯続け
ていかんということですから締めました｡やっていかなきゃならんと思いましたけど｡なにせ始めはほんとに真っ暗闇でしたね｡」

透析への党
悟

透析を一生していかなくて
はならないと決心すること

i季の、￣手､－千Ｗ区Ｕ－Ｉ正亟ｲﾌﾞＴ９ｃつ~にいつ－こ'正わ刀､ってたので、、、」Iだから血液透析になるのにすつごく抵抗を感じて、、、その間に
愁萱?型瀧斡些勧室自分で'塑析にむつたけどよ力1つたなと思ってるんです51955藤まnh7ii透瀞しﾓｱﾋﾟ１５iKi蕊?ﾗﾋﾞ:苔ようE〔巧も
抵抗を感じながら病院に通ってたと思うんですけど､今はパートにでも行くような気分でいってきま－すって｡」｢今はもう抵抗はないですね。
やってしまうまではかなり悩んだっていうか､、、だから去年､会社やめた時点くらいが､気持ち的にうつっていうか…。1年の間にある程
度､まあ､ほんとはその時点で透析しなくてもよければ､ラッキーやなって思ってたんですけど､結局やっぱ､、仕方ないなって､覚悟した。
体がだるくて､しんど〈て…仕事に対しては.．踏ん切りついたから､、、」


